TO ALL HOMES IN JAPAN FROM PR BOARD---2005/04/27

Sub: 4月27日発行のフライデー
愛する皆さん、

GBY! もうすでに、今日発売のフライデーに関するAHMは読んだことでしょう。今回は、記事について少し説明しようと思います。
1. 4月27日発行のフライデー

今回の記事は、先の二つと比べると、かなりマイルドなものでした。幾つかのホームが行っているNPOやプロジェクトについて書かれています。幾つか写真もあります。1枚はママ（すてきな写真です）、1枚はジョセフと羽田元首相、HCSの玄関とファウンテンハウスが1枚ずつ。そして、二つのファミリーホームの写真です。

記事の中で、13のホームが行っている活動とプロジェクト名がリストされています。幾つかのものについては、いつも通りの嘘や誇張が繰り返されていますが、ほとんどのものについてはただ全般的な説明だけです。（この記事に書かれているホームには、すでに通知が送られています。通知を受け取っていないならば、あなたのホームは記事に書かれていないということですので、ご安心を）。これらのホームの他に、記事には「他にも、北海道、埼玉、福岡、沖縄などにもある」と書かれています。

先回の反駁文（第2弾に関して）で、私達は彼らに、今後記事を出すならば、その中で、なぜ自分たちの身分を偽って取材したのか説明するように求めましたが、彼らはそうしていません。私達への手紙にて、自分たちが身分を偽ったことを否定しているものの、記事の中で答えを与えていないことで、彼らは自分たちの罪を認めています。


この三つ目の記事において、彼らは、私達の前回の反駁文（「公開質問状」）の主要なポイントとは、私達が「元信者Y」が実在するのかどうかを尋ねたことであるかのように装っています。しかし、反駁文を読んだ友人や報道関係者は、フライデー記者たちの空威張（からいば）りを見抜くことができ、それによって彼らの信用は失われるでしょう。TYJ!

私達の公開質問状に答えるふりをするために、彼らが「元信者Y」がどのホームからファミリーを去ったのかを明かしたのも、良いことでした。それが誰であるのか、私達はすでに知っていましたが、このように彼ら自身の口を通して確証されたのは良いことで、それによって、彼らの記事に反論するための材料が与えられたというわけです。


この記事について祈っていると、主は次のように語られました。

「（イエス：）わたしは、あなたたちの祈りに答えている。彼らは、こういった記事を書くことによって、自分たちの愚かさをあらわしているのだ。彼らが、映画監督やトラック運転手について否定したことでさえ、あなたたちの祈りの答えなのだ。彼らは、自分たちの語った言葉によって捕らえられるであろう。」

すべて、主がなされていることを感謝しましょう。そして、皆さんの祈りを感謝します！　主が彼らを完全に暴露して下さるように、祈り続けて下さい。

「鍵の力を呼び求め、悪魔の障害に対する勝利を要求しなさい。」
皆さんを愛しています。そして、毎日皆さんのために祈っています！GBY!

祈りと賛美の武器によって、

あなたのPRボードより
eom
